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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 菌床シイタケ栽培において、品質の低下や栽培施設当たりの菌床収容数に影響を与える菌床側面お

よび底面からの子実体発生について、熱湯処理により一定の抑制効果を得ることができた。本技術は菌

床を熱湯で3分間処理することで、第1回発生において高い割合で菌床側面および底面からの子実体の

発生を抑制するものである。熱湯処理における害菌による菌床へのダメージについては、熱湯処理後子

実体が収穫期になるまで菌糸を袋内で生長させることで解決した。本技術は、第2回発生以降の菌床側

面および底面の、子実体発生を抑制する技術を検討することで、種菌会社の特許栽培法である、上面

栽培法と同等の効果を得ることができると考えられる。 

２ 期待される効果

 特許栽培法では、1週間の高温処理により菌床側面および底面からの子実体発生を抑制している

が、本技術の活用により処理時間を大幅に短縮できると考えられる。また、第2回発生以降の菌床

側面および底面からの子実体発生を抑制する技術を開発することにより、特許により上面栽培法を

活用できない菌床シイタケ生産者に対して、上面栽培法と同等の栽培法が利用できるようになると

考えられる。

３ 適用範囲

 菌床シイタケ生産者、試験研究機関 

４ 普及上の留意点

 第2回発生以降の側面および底面からの子実体発生の抑制については、現状では菌床を袋内で

浸水する方法が適当であると考えられるが、特許栽培法との関係に留意した普及が必要である。
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